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『勅賜興元閣碑』モンゴル文面訳註

松 川 節

は じめ に

1346年,大 元ウルス皇帝 トゴンテムルの勅命を受け,許 有壬の撰文によ

ってカラコルムに建て られた漢文 ・モンゴル文対訳r勅 賜興元閣碑』は,五

層90mと いう壮麗な仏塔を伴 う興元閣とい う仏閣が,至 正2(1342)年 か ら

四年かけて重修されたことを記念 したものである.こ の碑石は,19世 紀末

にその断片が初めて発見されて以来,当 時まだはっき りしていなかったカラ

コルムの位置決定のための根本史料 として利用されただけでな く,21世 紀

に入ってからの考古学的発掘調査によって;オ ゴデイの万安宮があった場所
くり

に興元閣が建てられたという新説が出され,ま た,万 安宮付近に現存する巨
く　ラ

大な亀跣に載っていたのは,他 でもないこの 『勅賜興元閣碑』であることが

明らかにな り,カ ラコルムの歴史を解明するための重要な史料 として注目を

集めつづけている.

『勅賜興元閣碑』の漢文テキス トは,許 有壬 による 『至正集』,r圭 塘小

稿』によってほぼ完全な形で伝えられているが,碑 石そのものは,16世 紀末,

現地にエルデネ=ゾ ー僧院が建立されるさい,分 断され,堂 宇の礎石や欄干

用の石材として再利用 された.そ のため,い くつかの断片のかたちで しか伝

存 していない.19世 紀末のラ ドロフW.Radloff探 検隊によって2碑 片(Radloff

XLI-1,XLI-2/-3),1926年 のポッペH.H.n・nneの 調査によって,さ らに2碑
くの

片(Poppel,2)が 見つかっていた.

2003年8月,ド イツ ・モ ンゴル共同 「カラコルム宮殿」 プロジェク ト隊

によって新たな1碑 片が発見され,2005年6月 にボンで開催された 「チン

ギスハンとその継承者たち」展で公開された.筆 者は,同展の図録[Katalog]

(1)HUttel2005,p.145;白 石 ・ツ ェ ヴ ェー ン ドル ジ2007,p.g.

(2)白 石 ・ツ ェ ヴ ェ ー ン ドル ジ2007,p,7.

(3)後 述 す る よ う に,コ トヴ ィ チ は1912年 に 現 地 で さ らに3碑 片 を 発 見 した と報

告 し て い る が,そ の 後 の 消 息 は 不 明 で あ る.
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に掲載された拓影 と解説文に基づき,こ の新発現の碑片を紹介しつっ,解 読

を試みた[松 川2006].

その後,こ の新碑片の解読や出土状況についての研究がモンゴル国の研究

者 によって公表され,さ らに,前 稿[松 川2006]の 「おわ りに」で言及 し

た別の新たな一碑片についての研究が白石典之 ・ツェヴェーン ドルジによっ

て公表されたため,筆 者はそれらを踏まえた上で,r勅 賜興元閣碑』の再構

案を提出し[松 川2008],現 在にいたっている.本 稿では,こ れらの成果に

依拠 しっつ,『 勅賜興元閣碑』モ ンゴル文テキス トの日本語訳註を試みたい.

1.『 勅賜興元 閣碑』研究史

モンゴル帝国の首都カラコルムの学術調査 は,1889年,ロ シア帝国科学

アカデミーの派遣 したオルホン探検隊(ラ ドロフ団長)に よって初めて行われ,

その成果は,『 オルホン探検叢書集成』 と,1892～99年 に4分 冊で刊行さ

れたrモ ンゴル古代遺蹟図冊』として残されている.後 者の第一分冊[Radloff

1892]に は,エ ルデネ=ゾ ー内外から発見された様 々な漢文碑文やウイグ

ル文字モンゴル語碑文,ア ラビア文字ペルシア語碑文な どの拓影が収録され

た.

この中のウイ グル文字モンゴル語碑文[Radloffl892,XLI-1,III]に 最初

に注目したのは,ポ ーラン ドのモ ンゴル学者 コ トヴィチB.KOTB四 であっ

た.コ トヴィチは1912年 に現地を訪問し,ラ ドロフが拓影を発表 した2碑

片に接合すると見 られる3碑 片を新たに発見 し,1918年 に報告 した[KOTB困

1917].

コ トヴィチの報告によると,新 たに発見された3碑 片は,エ ルデネ=ゾ ー

僧院の西壁の門から南側に下がった最初 と2番 目のス トウーパの基石にはめ

込まれてお り,僧 侶の反対によって,そ れらを取 りはずすことはできず,そ

のままの状態で採拓することを余儀なくされた.こ れらのモンゴル語の3碑

片は,碑 文全体から見ると,ラ ドロフの発表 した2碑 片が下方を占めている

のに対 し,2片 が中央部,1片 は右上部を占めてお り,い ずれも碑文の冒頭

と末尾を含んでいないので立石年は明 らかでないが,六 十干支による年号表

示や,チ ンギス,オ ゴデイ,モ ンケの名前が刻まれている[KOTB四1917,p.

207]。
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コ トヴ ィ チ は,結 局 この3碑 片 の釈 読 は公 表 せ ず,ラ ドロ フ の2碑 片 の う

ち の1碑 片[Radloffl892,XLI-1]を 再 度 採 拓 し,移 録 ・釈 読 す る に と ど ま

っ た[KoTB四1917,pp.209-214].一 方,コ トヴ ィチ が 新 た に 発 見 した と す

る3碑 片 の所 在 につ い て は,そ の 後 い か な る 報 告 も無 く,現 在 に 至 る ま で 「再

発 見 」 さ れ て い な い.

1926年,ソ 連 の モ ン ゴ ル 学 者 ポ ッペ は 現 地 調 査 を行 な い,さ ら に 新 た な

ウ イ グル 文 字 モ ン ゴ ル 語 碑 片2つ を見 い だ し,写 真 と移 録 を 発 表 し た.そ し

て,こ の2碑 片 は 厚 さ が37cmで,コ トヴ ィチ が移 録 ・釈 読 した1碑 片(す

な わ ち[Radloff1892,XLI-1])の 厚 さ18cmと 合 致 し な い の で,別 の 碑 文 で
くの

あ ろ う と した[nonne1929,pp.14,20].な お,ポ ッペ の2碑 片 の裏 面 に は 漢

文 が 刻 され て い た が,ポ ッペ は,あ ま りに 断 片 に す ぎ る た め,そ の 内 容 に言

及 す る の は 困 難 で あ る と述 べ た だ け で あ っ た[Honnel929,p.22].

と こ ろ で,1892年 に ラ ド ロ フ が ウ イ グ ル 文 字 モ ン ゴ ル 語 碑 文 の 拓 影

[Radloffl892,XLI-1,III]と と も に公 表 した漢 文 碑 文 の拓 影[Radloff1892,

XLI-II]に つ い て は,早 く も1897年 に李 文 田 が 著 わ し たr和 林 金 石 録 』 に

お い て 著 録 さ れ,そ れ が 許 有 壬 の 『勅 賜 興 元 閣碑 』 の 一 部 で あ る こ とが 明 ら

か に さ れ て い た.一 方,ラ ドロ フ とポ ッペ に よ る 計4つ の ウイ グ ル 文 字 モ ン

ゴル 語 碑 片 が,い ず れ もr勅 賜 興 元 閣碑 』 の モ ン ゴル 語 版 で あ る こ とを 明 ら

か に した の は,フ ラ ン ス の 東 洋 学 者 ペ リオP.Pelliotで あ っ た[Pelliotl925,

pp.373-374;1930,pp.228-229].

こ う して 得 られ た 『勅 賜 興 元 閣碑 』 モ ン ゴル 文 面 の4つ の 碑 片 を,漢 文 面

の1つ の 碑 片 及 び 編 纂 史 料(r至 正 集 』 所 収 の 『勅 賜 興 元 閣碑 』)と 対 照 しつ

つ 総 合 的 に研 究 した の が,ア メ リカ の モ ン ゴル 学 者 ク リー ヴスFWICIeaves

で あ る[Cleaves1952].ク リー ヴ ス は,ま ず,こ の 碑 文 の 発 見 と研 究 史 を

述 べ た上 で,r至 正 集 』 所 収 の 漢 文 テ キ ス ト 『勅 賜 興 元 閣 碑 』 に訳 註 を 付 し,

そ の 上 で,断 片 的 な モ ン ゴル 語 テ キ ス トの 転 写 と訳 註 を 試 み,全 体 の3分 の

1に 及 ぶ テ キ ス トの欠 損 部 分 に つ い て は,漢 文 テ キ ス トに 基 づ い て,部 分 的

(4)こ の ポ ッペ の想 定 は単 な る誤 解 であ る.す で にコ トヴィ チは,RadloffXLH

の反 対 面 に漢文 が無 いの は,切 断 され た か らだ と見 な してい る[1(OTBHqlg17,

p.208]。 切 断 さ れ た 結 果,厚 さ18cmと な っ た ので あ る.な お,前 田 直 典 は

1945年 に発 表 した 論文 「元 朝行 省 の 成立 過 程 」 の註5に おい て,ポ ッペ の想

定が 誤解 であ るこ とを看破 してい る[前 田1945,p.6,註5]
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なテキス ト再構築をも試みた.そ の完成度から見て,現 時点でこれを越える
くらラ

総合的研究は提出されていない と言ってよい.本 稿の 「研究史」もその多 く

をクリーヴスに拠 っている.

2.新 発現碑片 に関わる最新の研究

「はじめに」で述べたように,筆 者は2003年 に新たに発現 した1碑 片の

解読を世界 に先駆けて公表 した[松 川2006]が,そ の後,モ ンゴル科学ア

カデミー考古研究所から刊行されたr考 古学研究』Apxeono2uiκCyDnanに,

この新発現碑片に関わる3本 の論文 が掲載された[Ba叩2005,MeHx6aflp
く　ラ

2005,Munkhtulga2005].バ ヤルBaflp論 文は本碑片が出土 したエルデネ ニゾ

ー僧院内のツォグチン=ド ガン(霧 大衆本堂)の 発掘報告
,ム ンフバヤル

MθHX6a叩 論文は本碑片の漢文面の釈読,ム ンフ トルガMun㎞tulga論 文は本

碑片のモンゴル文面の釈読である.

バヤル論文によると,本 碑片が出土 したツォグチ ンニドガンは,1763年

に着工,1770年 に竣工 した.1930年 代の宗教弾圧によって,完 全に破壊さ

れ た.2003年 の発掘に よる と,堂 宇は東西が約20.3メ ー トル,南 北 は約

23.5メ ー トルで,3.2メ ー トル間隔で柱の礎石62個 が設置されていた.そ の

礎石の うち,西 か ら3つ 目,北 から2つ 目に位置 していたのが本碑片である.

礎石の全体写真がバヤル論文及びム ンフ トルガ論文に掲載されてお り,そ れ

によると,モ ンゴル文テキス トが残存しているのは,こ の碑片の右上部の一

部分だけであ り,そ れ以外の部分は剥落して現存 していない ことが見て取れ

る[Bafip2005,p.157;Munkhtulga2005,p.172].

ところで,漢 文面のさらに新たな一碑片の存在が最近報告 された[白 石

2006,pp.177-178].白 石氏による と,こ の碑片は1984年,万 安宮 と考えら

れてきた基壇の南斜面か ら発見 され,縦25セ ンチ,横40セ ンチで漢字14

文字が刻まれている.白 石氏はこの碑片がr勅 賜興元閣碑』の一部であるこ

(5)こ の ほ か,リ ゲ テ ィ[Ligeti1972,pp.22-26],コ ル ス ンキ エ フ[KopcyHKHeB

l980],ド ブ[Dobu1983,pp.319-340],ト ゥル バ ト[Tθp6aT1997],ジ ャ ン チ

ブ[)KaHqHB2006,pp.27-28],ト ゥ ム ル トゴ ー[Tumurtogoo2006,pp.25-26]に

よ る 研 究 が あ る.

(6)発 行 は2005年 と な っ て い る が,MeHx6a叩2005は 松 川2006(2006年3月 刊 行)

を 引 用 して い る た め,実 際 に は2006年 夏 以 降 に 発 行 さ れ た と思 わ れ る.
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とを比定し,そ の成果を公表 した[白 石 ・ツェヴェーン ドルジ2007].

3.モ ンゴル文面 の復原 と訳註

碑片のモンゴル文面は,コ トヴィチの3点 を除 くとして,以 下の5点 が知

られてお り,そ れぞれ拓影が公表されている:

Radloffl

Radloff3

Poppel

Poppe2

2003recto

RadlQffl892,XLI-1;Tep6aTl997,PP.98-99.

Radloffl892,XLI-3

110nHel929,l

nonnel929,2

Katalogp.151;Mun㎞tulga2005,pp.172-173.

こ れ らの う ち,現 在,モ ン ゴル 科 学 ア カ デ ミー 考 古 研 究 所 に 現 物 が 保 管

さ れ て い る の は,Radloffl,Poppe1の 下 半 分(以 下,Poppellowerと す る),

2003rectoの3点 の み で,Radloff3,Poppe2,そ してPoppelの 上 半 分(以

下,Poppelupperと す る)は 所 在 不 明 で あ る.Radlofflは 上 下 に 破 断 して

い る.ま た,Poppelが1926年 以 降,い つ の 時 点 で 上 下 に 破 断 した の か,わ

か って い な い.RadlofflとPoppellowerの 釈 読 に あ た って は,日 本 ・モ ン

ゴ ル 共 同 ビ チ ェー ス ・プ ロ ジ ェ ク トに よ り新 た に 採 っ た 拓 本 を 利 用 した.な

お,Poppe1と2003rectoは そ れ ぞ れ 反 対 面 に 漢 文 が 刻 ま れ て お り,Poppe

lは 厚 さ37セ ンチ,2003rectoは 厚 さ40セ ン チ と報 告 され て い る.現 存 す

るPoppellowerの 反 対 面 に は,確 か に漢 文 が 現 認 で き る.ま た,ラ ドロ フ

の 注 記[Radloffl892,0rπaB皿eHie第3頁 参 照]よ り,Radloff2(漢 文 面)と

Radloff3は 同 じ碑 石 で あ る こ とが わ か り,こ の こ と は筆 者 が 碑 石 全 体 に お け

る各 断 片 の 配 置 を 復 原 した と こ ろ,モ ン ゴ ル 文 面 ・漢 文 面 の 位 置 関 係 か ら も

確 認 で き た.本 稿 註4の 繰 り返 し に な る が,現 存 す るRadlofflの 厚 さ は 筆

者 の 実 測 で も18cmで あ り,ポ ッペ の 報 告 し た とお りで あ る.す な わ ち,碑

石 は厚 さ18cmの と こ ろ で 断 ち 切 られ た の で あ り,反 対 面 は 存 在 し な い(反

対 面 に あ っ た は ず の 漢 文 面 の 所 在 は 知 ら れ て い な い).

モンゴル文面の転写と逐語訳

転写方式は,い わゆるリゲティ式[Ligeti1972a]に 拠 り,転 写できない文

字は翻字TRANsLITERArIoNで 示 した.欠 けている部分は[]で 示 してい
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る.な お,行 毎に,対 応する漢文原文を示 した.

[01][]m-e[]

寺

[02][lnarbaiul[us-i][lgingluuJ[il一 工ur]Qorum-asaYuqubala7asun

広 大 な 国[土 を]庚 タ ツ 年[に]ホ ル ム に 居 す る 城 市 を

orosiYuluYsanaJuYu,qoyin-a

定 め た の で あ っ た.後 に

太 祖 聖 武 皇 帝 之 十 五 年,歳 在 庚 辰,定 都 和 林.

[03][】'JasaYad[]Tsayiordu[一ban]bosqaYuluYadtegUne6eulam

治 め ～ て 初 め て 宮 殿[(← 自分 の)を]建 て させ て,そ れ か ら更 に

sUrn-e-yingerbosqaYulur-un.degtUロ6dUgU耳Ukeyid-ibosqaYulquu～lir

寺 閣 を 建 て さ せ る 際 に,土 台 つ き で 築 か せ て,屋 舎 を 建 て さ せ る 時 は

es-ebo町UYU,

な ら な か っ た.

太 宗 皇 帝 培 植 照 育,民 物 康 阜,始 建 宮 閾,因 築 梵 宇 基 而 未 屋.

[04]・[】asaYuYsan-uqoyin-a[]luYadye[kebur]qansuburYan-iqorin

に 就 い た 後 に ～ して 大[仏]塔 を め ぐ り

burkukui-eaYui6ndurgaubosqaYult岬aikemenurad-iquraY碑u

覆 う の に 巨 大 な 高 閣 を 理 て さ せ よ とて,工 匠 た ち を 集 め て

bosqaYulqui一 圭ur

建 て させ た と き,

憲 宗 繊 述,歳 丙 辰,作 大 浮 屠,覆 以 傑 閣,鳩 功 方 毅

[05][]LYayalar-amoril碕uYu.teyin【]songY可uulamulam[

遠 征 に 旅 立 っ た.そ の よ う に 選 ん で 一 層

qada]YalaYuluYsan-utulasUm-e-yingerUIUudansedkil-iyerbUtUgsen可uYu.

[監]督 させ た た め,寺 閣 は や が て 意 の ま ま に 完 成 した の で あ っ た.

enesUm-e-yingerkemebesO

この 寺 閣 は と言 え ば,

六 龍 狩 蜀,代 工 使 能,件 督 絡 繹,力 底 於 成.閣
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[06】[]RinuYurbanJaYudtoqoi-tu.dou卜 回[]Ngen-tUkeyid卜ibosq]aYuluYad

は 三 百 尺 を 持 ち 下?間 の 建 物[を 建 て]さ せ て,

tededotor-aburqan-nuYuエinom-unyosuYarjergeberorosiyul岬san訂uYui.

そ れ ら の 中 に 諸 仏 像 を 教 え ど お りに 並 ぶ よ うに 定 め た の で あ っ た.

YaqaiJil

ブ タ 年

五 級,高 三 百 尺,其 下 四 面 爲 屋 各 七 間,環 列 諸 佛,具 如 経 旨.至 大 辛 亥

[07工[]gerebderegsen-isonos～luner-e[]n-aYu～iinnigenodbo1JuYu.Ci一 ～5ing

閣 が 壊 れ た の を 聞 い て 名 に31年 た っ た.至 正

蓉immOrinJil一 工UrSUU-tU

壬 ウ マ 年 に 威 霊 もつ

仁 皇 御 天,聞 有 弊 損,遣 延 慶 使 棚 思 監,賛 鐵 葺 之.又 三 十 一 年,爲 至 正 壬 午,

[08][】iregsenY碕aLbasa[]d-unJobanbosqaYsan-isedk町U.JrlY-iyar

来 た 土 地,ま た 苦 し み 建 て た の を 想 い,お お せ に よ って,

ende6eBudasiri-yiil(汀u.Qoru皿 蓉ingunyiu乙ingOrugtem廿Flugeqamtu

こ こ か ら ブ ッ ダ シ リを 遣 わ し,ホ ル ム 省 の 右 丞 ウル グ テ ム ル と 共 に

qadaマal母u

監 督 し,

皇 上 念 祖 宗 根 本 之 地 二 聖 築 構 之 難,勅 怯 憐 府 同 知 今 武 備 卿 普 達 失 理 蟹 嶺

北 行 中 書 省 右 丞 今 宣 政 院 使 月 魯 帖 木 見,專 督

[09][]一turtegUsk訂UgU.ane[】kUmUn-UnidUn-iJ[】lkUme立U己oY-tubo耳uYu.

に 終 え た.こ の 人 目 を ～ す る よ うな 威 光 もつ も の とな っ た.

snm-e-yinger-Undotor-aYadan-adeger-ebadooraJiruYsansigUsUlegsen

寺 閣 の 内 外 に 上 と 下 に 描 き 塗 っ た

重 修,歴 四 年,方 致 完 美.周 塔 塗 金 晃 朗 奪 目,閣 中 邊 頂 踵

[10HIWR-C'KWYbaT日bo1YaYsan-ialin-imaYtaσu]baraYdaqu.orごin

と な した の を,ど れ を 褒 め 終 わ る べ き か.周 囲 を

inuqorayanU6d可UqoyardabqurJergeberYurbaYadqa7a1V-a-tubolマ 訂uマu.

← そ の 巡 り 築 き,二 重 に 並 ぶ よ う に 三 つ ず つ 門 を もつ よ うに な した.

q-au璽aca

お 上 よ り
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[11]

[12]

[13]

[141

[15]

[16]

鍾 細,曲 折,若 城 平,傑 垂,靡 不 堅 麗 精 至,重 三 其 門,練 以 周 垣,換 乎 一 新

縣 官

[]'。urid'[]b6geteleedUgekiUile[a]d[alidqabasujuridaqi-a～ 三a

以 前 ～ であ るに もか か わ らず 今 回 の業[と 比 べ る と]以 前 の もの よ り

nleg茸boluYsan訂uYu.bingnoqai}ilarbannigensara-yindoluYansinede

凌 駕 したの で あ った.丙 イ ヌ 年 十 一 月 初 七 日に

出 中統 楮 幣,爲 繕 二十 六 萬 五 千 有 奇.費 視 昔 半 而 功 則 倍 之.丙 戌 十 一 月 七 日,

日D'[]N66ibesUこingJiYiu一 蓉im[bi6ig-i]JoqiyatuYa{kemen

奏 上 す る と,承 旨 有 壬.._。 文 書 を 著 せ とて

上 御 明 仁 殿,中 書 省 臣奏,閣 修 惟 新 不 可 不 銘,勅 翰 林 學 士 承 旨臣 有 壬,文

諸 石,臣 有 壬 承 □ □拝 手 稽 首 而 言 日

[]t6r6gUlkU[n]yosun-ibimaYuiuqaY-aUgegUkerUgUl[ekU】

生 み 出 させ る や り方 を 我 は 悪 く 知 恵 無 く(し て)如 何 に述 べ るか

天 地 運 用 之 妙,臣 無 得 而 名 焉

[]k6kideJ慧t6r6gUIUnmanduYulurunb載gUdedeger-eごedoor-a

驚 か れ て 生 み 出 し発 展 させる 際 に全 て 上 か ら下 に

kUrgeyUadalidqabasutariYanusulaqui-turusun-i

到 らせ る ことにな る.例 えれ ば 穀 物 に 水 を や る際 に 水 を

即 其 形 　 近 者 言 之,風 雷 雨 陽 之 散 動 潤 炬,襲 生 萬 物 者,皆 自上 而 施 干 下.源

泉 阪 澤 之 流 通 拝 泄,

[]ulu§bayiYulquy-aJoqistuY可arbuyu.tngri-yinm6rkemebesU

国 を建 て る際 に 適 した 土 地 であ る.天 の 道 と言 えば,

μmar-aこaegUsUgedtUmenJUiled-it6r6gUIJ茸mand岬ulumu.

北 か ら 始 ま り,万 種 の 物 を 生 み 出 し発 展 させ る.

灌 概 大 田 者 亦 由高 以 及 乎卑.我 國 家 興 王 之 地 術 緻萬 國,大 聖 人首 出 庶 物,

位 乎 天 徳

[]一ienerinasaraqubuiadalidqabasu.deger-e～5edoor-aUndUr-e～ie

を 憐 れ み 慈 しむ ことで あ る.例 えれ ば 上 か ら 下 へ 高 か ら

boYoni一立urkUrgekUi.gerdeger・e～leusun-i

低 へ 到 らせ る.家 の 上 か ら 水 を

引該 関 華 萌,紐 牙 開 關,而 後 蓄 而 未 登 之 氣,以 資 始 品 彙,自 上 而 施 干 下 由
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高 以 及乎 卑,故 澤 之 流 若 高 屋 之 建 領,

[171[]kemekU[]tりrbelmitalUgegUy-eulu§quriYaマsanerten-U

言 う 障 碍 ・恐 れ な く,人 衆 を 集 め た 古 えの

sam-qouguu-dikemekUn一 孟qoyitusbaq-an

三 皇 五 帝 とい う者 を 子 孫 と 官

師 之 出如 泰 山 之 墜 石.功 烈 之 成 登 三 適 五,漢 而 下 莫 我 擬 也.

[18]〔tula】Qorum-asaYuqubalaYa[sunorosi]Y崎uYu.OgedeiqaYan

[た め に]ホ ル ム に 居 す る 城 市 を 定 め た.オ ゴデイ=ハ ー ン

MgngkeqaYanayandeger-eyabubasuberkUmUn一 孟

モ ンケ=ハ ー ンは 旅 上 に 行 って いて も 人 の

定 都 和 林,造 邦 之 基 立 　 .太 宗 憲 宗 錐 干 黄 問,而 以 不 嗜殺 人

[19][]burqan-u至asinuom-unyosun[一i】6egeJ量ndotoraYansedkir-Unnom

仏 の 教 え,法 の 理 を 胸 の 内 に 想 うに,法 と

蔓as童n一孟delgereg萌UUIUuqaqunmungqa?一ud-isayidudumiyaruduy-a

教 え を 広 め させ 悟 らざ る 愚 か 者 た ちを よき 導 き に よって導 こう.

爲 心,聞 象 教 清 津 覧 皇 慈 仁 之 旨,有 契 震 衷,資 其 説,以 格 量 蚤 之 未 格 者,

[20][]'yekekUndUlemtegUsedkil-iyeres-e[

大 い に 尊 重 す べ き 心 に よ って ～ し な い

bosqaマulqu≦iltaYanayinkUbuij-e.suu-tan

建 て さ せ る 理 由 は この よ うで あ る ぞ 威 霊 もつ

非 大 示 尊 崇,則 無 以 為 感 鰯 之 地.而

[211['C']JiluY-a一 工uトiyanoroYulquiruinu

[

]basUm-e-yi

と 寺 を

[a]JUYU.BimaYuibOYol

より](自 分 の)手 綱 の 下に収 め る 兆 し(← そ の)が あ った.我,悪 しき下 僕

Yiu一菖imengkeamuYulang6aY-turt6r6gseberdoto?a立uYadaマa圭ubala?ad-tur

有 壬 は 平 安 な 時 に 生 まれ た ので,内 外 の 城 市 に

大 聖 人 暑 空 四 海,撮 土 八 」延 嚢 括 宇 宙,席 巻 河 山之 量,宴 兆 朕 於 是 焉.臣 有

壬 生 長 煕 治 之 世,朔 南 名 刹,圏 不 歴 観,

[22」['】Qorum-aこairegsedenesum-e-yin[ger]Semsi.Si-con.Gengje.

ホ ルム か ら 来 た人 々が この 寺(閣)陳 西,四 川,江 漸,

vu-geu.kigedY吋ar-akur薩gsedJiこiQorum-auoyalanodこu.qarサu

福 建 な どの地 に 到 った 人び とが 同 様 に ホ ルム に公 用 で 出 か け,帰 って
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聞嶺 北 人 誕 閣 之 大,籟 疑 其 套.質 諸 嘗 行 陳 蜀 江 廣 閲 漸 且 任 嶺 北 之 人

[23][】balaYasun一 エurbUkUnyekesUm-egerQorum-un[]kemeldUbei.

城 市 に あ る 大 寺 閣 が ホ ルム の 言 い合 った.　 　
erte§akimuniburqan-u6aY-turnigenCitavannere立UsUm-e-yingeror6in

古 えの シャカム ニ 仏 の 時 代 に 一 つ の チ タヴ ァン とい う名 の 寺 閣 の周 りに

信 天 下之 閣 無 與 爲 比也.昔 祇 桓 寺

[24]

[25]

[]toyid-unsaYuqukeyidnigenJaマunqorinbo[sqaYulbai

僧 侶 たち の 住 む 僧 房 を1百20建(て た.)

qoyarkUkUmUnbosqaYuluYsan母uYu.edUgeu}u§

2人 だ け が 建 て させ た の であ った.今 国

基 八 十 頃,一 百 二 十 院,祇 陀 須 達 二 人 成 之.我 国家 富 有
V

[nara]nsinggekU童 一tUr

[

【 】【met司UndUryekeb6geteleこoYtuuranbUk廿i-ber

a】

kUrtelen孟ged壮gsen一 立UrtereCitavansUm-e

太 陽]が 沈 む(場 所)に 至 るまで 統 一 した 際 に そ の チ タ ヴァン寺

[のよ うな]高 く 大 きい な が ら も 威 光 あ り優 美 さが あ ることに よ り

四 海,視 布 地 之 金,特 錨 鉄 耳.則 此 閣 締 構 之 峻 偉 傑 峙,

[26][]aYulame立U伽dUrb6geteleGandiragudaYula一 圭urber
りょうじゅせん

山の よ うに 高 い な が らも 霊 鷲 山 に こそ

adalibuyutUrU[]

等 しい の であ る.先 に

與 雪 山 相 高,鷲 嶺 偉 盛 宜 也 。閣 始 無 名,

[27]Qing-6ngeukemen麺ereyid乙ugu.Qing-6nkemebesuyekeMongYolulu§ 一un

興 元 閣 と 名 づ け た 。 興 元 とい うの は 大 モ ン ゴル 国 の

[]

但 以 大 閣 寺 著 稻,皇 上 賜 名 日 「興 元 之 閣 」,蓋経 始 之 日,宴 我 元 順 天 磨 人,

[28][suu一]dandegedUstngri-yinjrlY-iyartUrOn6ber-Unulu百bayiYulun

[威 霊 コもつ 祖 先 たち が 天 の おお せ に よって 先 に 自らの 国を 建 て

iregsenuこir[]turmasinairaldunteng6eldumu.Qorumburun

来 た った時 にお い て大 い に一 致 しあい 調 和 し合 う.ホ ル ム につ いて は,
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龍 興 之初,名 協 乎 實 　 .且 和 林

[29]urida6n一 ～langluunere工U～161gebUlege.qoyin-abasaj6n{in[]bo恥Yu.urida

以 前 に元 昌路 とい う名 を もつ 路 で あ った.後 に また 轄 運 とな った.以 前 に

自元 昌 路 爲 轄 運 司,爲 宣 慰 司,又 爲 嶺 北 行 中 書 省,丙 辰 迄 今 九 十 一 年,

[30]suu-dandeged廿saltanbey-ek且r茸gsenbala7asunenem飢U60Y-tuyeke

威 霊 もつ 祖 先 た ちの 金 の 身体 が 到 った 城 市 が,こ のよ うな 威 光 もつ 大

S駐m-e卜yinger][]

寺[閣]

而 列 聖 峻 極 之 蹟,雄 都 塊 異 之 観,無 「人一 言 及 紀 述 者,

【31]suu-tuqaYan-ualtan～ 三孟kin-LUrkUrgeg{11egedsa～la.jrlY-iyarane[]

威 霊 もつ ハー ンの 金 の耳 に 到 らせるや 否 や お お せ に よって この[]

こing匝nen]

真 に[正 しい]

一 旦 形 諸 玉 音
,刻 之 堅 王民,遅 速 其 亦 有 縁 乎?

[32]YayiqamsiYsayinaayimUnyekebuyan-tuUile-yikerUgUleJU

驚 くべ き 良 い そ!か よ うな 大 き な 徳 行 を 如 何 に 言 い

baraYdaq[u]

終 わ るべ きか

於 戯,休 哉!爲 大 利 益 其 可量 也 夫,銘 日,

[33]terigUle至iUgeiごaY-aこainaYsi一 圭adelekeiulu蓉samaYura?san-uqoyin-a[]

始 め 無 き 時 よ り 今 まで 世 界 と人 び とが 混 乱 した 後 に

鴻 蒙 再 關 世 再 初,

[34]Cinggisqant6r6JUdelem-eqaris-unqad一 童deyileJUgU.Yeke

チ ンギ ス=ハ ンが 生 まれて 愚 か な他 所 の 王 た ちを 打 倒 した.大

MongYolulu菖bayi[]

モ ンゴル 国が 建 て

聖 神 立 極 卑 黄 虞.建 邦 乃 握 天 地 橿,

【35]u塾aYsanロab～5in-i[]～1[6]bl[en][]

散 った 葉 を 拾 い

傭 拾 萬 國 如 墜 枯.傲 傲 赤 子 飢 待 舗,后 異 後 我 來 其 蘇.

(45)



[36]kU～IUten[

力 持 つ 者 たち

天 黄 宣 欲 專 天 諒,

]

モ ン ゴル 文 面 語 註

[01]jm・e「 寺 」

02行 目 か ら本 文 が 始 ま っ て い る た め,Ol行 目は 碑 題 と見 な し,〃M一'を

[sU]m-er寺 」 と再 構 し た 。 筆 者 のOl行 目の 再 構 案 は:JrlY-iyarbayiYuldaYsan

Qing-6ngeusum-e-yinger-unbiita言buyu.「 お お せ に よ っ て 建 て られ た興 元 閣

寺 閣 の 碑 石 で あ る 」.そ の 根 拠 は 漢 文 面 の 碑 題 「勅 賜 興 元 閣碑 」 に あ る.し

か し,伝 存 して い る 碑 石 の漢 文 面 で は碑 題 の 部 分 が 欠 け て お り,こ の 碑 題 は

編 纂 史 料r至 正 集 』 及 び 『圭 塘 小 稿 』 に 拠 る もの で あ る こ とに 留 意 す る 必 要

が あ る,一 方,ム ン フ トル ガ は,本 碑 文 中 にM一'と い う音 節 末 は,qorum-a

(ll.2,18),sUm-e(ll.3,5,9,20,22,23,25,30),delem-e(L34)の3形 態 で 現 れ る

と した 上 で,そ の 中 で[qoru】m-aと い う再 構 案 を 示 す ・[Munkhtulga2005,p.

169].

102]narbaiu]匝s・ij「 広 大 な 国 土 を 」

再 構 漢 文 面04行 目 「太 祖 聖 武 皇 帝 之 十 五 年 」 に対 応 す る.漢 文 原 文 が モ

ン ゴ ル 語 訳 さ れ る に 際 して,「 チ ン ギ ス=ハ ン が 大 位 に就 い て 広 大 な 国 土 を

支 配 し た15年 目に 」 とい う よ う な 意 訳 が な さ れ た の で あ ろ う.筆 者 の 再 構

案 は:[Cinggisqanyekeor-asaYuJu]narbaiul[us-inigedkegsenarbantめuduYar

on]gingluuUil-tUr]「[チ ンギ ス=ハ ン が 大 位 に就 い て]広 大 な 国[土 を 支 配

した 玉5年]庚 タ ツ[年 に コ」.類 例 と して,1362年 の 漢 文 ・モ ン ゴ ル 文 対 訳r大

元 救 賜 追 封 西 寧 王 析 都 公 神 道 碑 名 』 冒頭 の 「惟 我 皇 元 受 天 明 命,太 祖 皇 帝 起

兵 之 四 年 」 に 対 応 す る モ ン ゴ ル 語 訳 が:

m6ngketngri-yinibegeliberyekeMongYolulus-unqan-inarbai-yinigedkegUIUn

JayaYadaYsabardelekei-yinejen/CinggisqaYantngri-yinJoriY-idaYanUmedU

YaJar-a～layekeUile-yibUtUgenaltanbeyeberulusqamunayalanyabuYsan

d6tUgeron-durrと こ しえ の 天 の 加 護 に よ り大 モ ン ゴル ニ ウル ス の 統 治 者

を して 広 大(な 国 土)を 統 一 さ せ る べ く運 命 付 け ら れ て い る た め,世

界 の 主 た る/チ ンギ ス=ハ ー ン は天 命 に 従 い,北 方 の 地 よ り大 業 を 為 し,
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黄 金 の身 み ず か ら ウル ス を 併 せ て 遠 征 して 行 っ た4年 目 に...」

と,か な り長 文 で意 訳 され て い る こ とを 指 摘 して お く.な お,こ こに も登

場 す るnarbaiは 「広 大 な 」 とい う形 容 詞 で あ る.ち な み に ク リー ヴ ス に よ っ

て 提 示 さ れ た 再 構 は:Oinggisqanyekeor-asaYuYsanarbantabuduYaron_「 チ

ンギ ス=ハ ンが 大 位 に 就 い た15年 目に...」 で あ っ た[Cleavesl952,P.69].

102】gingluuj[i1・ 立髄r】 「庚 タ ツ 年[に]」

漢 文 原 文 の 「歳 在 庚 辰 」 に対 応 す る.「 庚 タツ 年 」 は 西 暦1220年.ポ ッペ

の 拓 影Poppe2に よ る と,明 らか に 」[il]の語 頭 のY文 字 が 読 み 取 れ る.

【03H]'jasaγad「 治 め...」

漢 文 面05行 目 「太 宗 皇 帝 培 植 照 育 民 物 康 阜 」 の 「培 植 ・照 育 す る 」 に対

応 す る.

[03】[】Tsayiordu[・banjbosqaYuluγad「 ～ て 初 め て 宮 殿[(← 自分 の)を]

建 て さ'せて 」

[】Tと 再 構 した の は,[boluYa]dsayirな りて 初 め て」 を 想 定 した た め.

[]Tは 実 際 に は 縦 棒 しか 見 えな い が,taw文 字 の 下 の 部 分 と見 な した い.「 な

りて 」 は漢 文 面 の 「培 植 煎 育 な りて 」 か ら想 定 した.こ の 部 分 は全 体 と して,

漢 文 面05行 目 「始 建 宮 閾 」 に 対 応 す る.オ ゴ デ イ が 万 安 宮 を 建 て させ た こ

とを 述 べ て い るの で あ ろ う.な お 再 帰 格 語 尾[一ban]はPoppe2とRadloff1の

間 の 欠 損 部 分 を ク リー ヴ ス が 再 構 した も の で,こ こに は通 常 の 対 格 一yiも 再

構 し得 る.

103】teg血neこeulam...「 そ れ か ら 更 に寺 閣 を 建 て さ せ る 際 に,土 台 つ き で 築

か せ て,1屋 舎 を 建 て さ'せる 時 は な らな か っ た.」

漢 文 面05行 目 「因 築 梵 宇 基 而 未 屋 」(因 りて 梵 宇 を 築 くに 基 し て 未 だ 屋

せ ず)に 対 応 す る.tegUne乙eulamは 漢 文 の 「因 りて 」 に 対 応 し,「 そ の 結 果

と して 更 に」 とい う意 味 に な る.sUm-e-yingerr寺 閣 」 は,興 元 閣 全 体 を 指

して い る.degt樋6dUgU恥 は 直 訳 す る と 「土 台 つ き で 掲 き 固 め させ て」 の 意.

興 元 閣 の 土 台 を 造 っ た が,建 物 じた い を建 て さ せ る に は い た らな か っ た 由.

つ ま り,オ ゴ デ イ は宮 殿(=万 安 宮)を 建 て させ た 上 で,更 に 寺 閣 の土 台 ま

で を 造 らせ た こ と にな る.残 念 な が ら,こ の 文 脈 だ け で は,万 安 宮 の あ った

場 所 に興 元 閣 の土 台 を 造 らせ た の か,或 い は 別 の 場 所 に 土 台 を 造 らせ た の か

ま で は判 断 で き な い.
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[04】[jasaYUγsan・uαoyin・a「 に 就 い た後 に 」

漢 文 面06行 目 「憲 宗(織 述)」 に 対 応 す る.[M6ngkeqaYanyekeor一]a

saYuYsan-uqoyin-arモ ンケ=ハ ー ン が 大 位 に 就 い た後 に 」 と い う再 構 案 を 示

して お く.SeeMunkhtulga2006,p.169.

[04Hlluγad「 ～ て 」

ク リー ヴ ス は 漢 文 面 の 「織 述 歳 丙 辰 」か ら[bingluuJil-dUrJalYal可i]luYadr丙

タ ツ年 に 継 続 して 」 と い う再 構 案 を 示 す が,2003rectoの 発 現 に よ り,こ れ

だ け の 語 句 は 碑 面 に 収 ま らな い こ と が 明 らか に な っ た.筆 者 は[bingluuJil

bo]IUYadr丙 タ ツ 年(に)な って 」 とい う再 構 案 を 示 して お く.丙 タ ツ年 は

西 暦1256年.

【051ayaiar・amorilajuγu「 遠 征 す る た め に 旅 立 っ た 」

ayala一 「出発 す る」;一ra一は 目的 を 示 す 副 動 詞[Poppel974,p.98,].漢 文 面

06行 目の 「六 龍 狩 蜀 」 に 対 応 し,モ ン ケ の 四 川 遠 征(1257年)を 指 す.

[06】[]Rin胆 γurbanjaγudtoqoi・tu.dour・[a]「 … は300尺 で あ り,下 …」

漢 文 面06行 目 「高 三 百 尺 其 下 」 に対 応 す る.[]Rは[6ndU]rr高 さ」 と

再 構 で き る.toqoi「 肘 」は 漢 語 の 「尺 」 に 相 当,『 華 夷 訳 語 』 甲種 本 で は 「肘

脱 中核(toqai)」 とあ る[栗 林2003,p.52,No.694].ち な み に ク リー ヴ ス に

よ って 提 示 され た この 部 分 の 再 構 に は:6ndUrinuYurbanJaYund_door-ainu

_と,漢 語 「尺 」 の モ ン ゴ ル 語 音 写 形 こiが 使 わ れ て い た[Cleavesl952,p.

69;P.91,note42].

[061[jNgen・t血keyid「?間 の 建 物 」

漢 文 面06行 目 「四面 爲 屋 各 七 間 」 よ り,[】NはdolUYanr7」 と再 構 で き る.

【06】γa可aiji董「ブ タ 年 」

漢 文 原 文 の 「至 大 辛 亥 」 に 対 応 す る.至 大4(西 暦1311)年.

【07】【lgerebderegsen・isonos加 「閣 が 壊 れ た の を 聞 い て 」

漢 文 面07行 目 「仁 皇 御 天 聞 有 弊 損 」 よ り,[BuyantuqaYanenesUm-e-yin】

gerebderegsen-isonos6u「 ブ ヤ ン トウ=ハ ー ンは この 寺 閣 が壊 れ た の を 聞 い て 」

と再 構 で き る.

[07】Ci遡ng蓉immorinjil「 至 正 壬 ウマ 年 」

漢 文 原 文 の 「至 正 壬 午 」 に対 応 す る.至 正2(西 暦1342)年.
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[08H】iregsenYaJ肌basa【 】d・unjobanbosqaYsan・ 藍sedk"血.「[]来 た

土 地,ま た,[]の 苦 しみ 建 て た の を 想 い」

漢 文 面08/09/10行 目 「皇 上 念 祖 宗 根 本 之 地 二 聖 築 構 之 難 」 よ り,[qaYan

uridus-yuYan】iregsenYa5ar」basa[qoyarseこe]d-unjobanbosqa'Ysan-isedkiJU.「 ノ、一

ン は 祖 先 た ち の 来 た 土 地,ま た,2聖 人 の 苦 しみ 建 て た の を想 い,_」 と再

構 で き る.SeeMun㎞tulga2006,p。170.

[09jene【 】 「こ の[]」

ス ラ ッ シ ュ の 部 分 は2003rec象oとPoppe2の 間 の 欠 損 部 で,せ い ぜ い 一

語 分 の ス ペ ー ス しか な い.ene[kemebes司 「こ れ は と言 え ば 」,或 い はene

[bUrUn]「 これ は 」 と再 構 で き る.

[091k髄m並n・ 繭ni面n・iJ【]1k血me蝉 「人 目 を ～ す る よ う な」

ス ラ ッ シ ュの 部 分 はPoppe2とRadloff1の 間 の 欠 損 部 で,」[]lkOが 一 語

で あ る こ と は疑 い な い.漢 文 面10行 目 「方 致 完 美 周 塔 塗 金 晃 朗 奪 目」 に対

応 す る 部 分 で,モ ン ゴ ル 語 で は か な り抄 訳 さ れ て い る こ とが わ か る.問 題 の

語 」[]至kUの 前 半 部 に つ い て,Poppe2の 拓 影 か ら語 頭 がyodで あ る こ とが 窺

わ れ る が,kafか も しれ な い.後 半 部 分 に つ い て,コ トヴ ィ ッチ は 一lekOと 写

し,ク リー ヴ ス は 一elkUと 転 写 す る.し か し我 々 が 再 拓 したRadloff1に よ る

と,[】1kaと しか 読 め な い.ク リー ヴ ス は モ ス ター ル ト案 と してgilbelk直 「輝

く」,ポ ッ ペ 案 と してJirbigUlkur(目 を)く ら ます 」 を そ れ ぞ れ 提 示 して い る

[Cleaves1952,pp.95-96,n,76]が,筆 者 はgilbegUlkUr輝 か す 」 とい う再 構 案

を 提 出 して お き た い.

[101【 】WR・C,KWY「?」

ム ン フ トル ガ はC'KWRと 読 み,ペ リ オ[Pelliot1934]と ブ ッ ドバ ー グ

[Boodbergl936]を 引 用 しつ つ,問 題 の 単 語 は サ ン ス ク リ ッ ト語 起 源 の トカ

ラ 語*こakUrr望 楼 ・ス トウー パ 」 か らモ ン ゴ ル 語 に 導 入 さ れ た 可 能 性 を 示 唆

して い る[Munkhtulga2005,pp.隻70-171]が,ト カ ラ 語 と して 在 証 さ れ て お

らず,ま た,モ ン ゴル 語 に 導 入 さ れ る前 に必 然 的 に 経 由 し た は ず の 古 代 ウイ

グル 語 に お い て も管 見 の 限 り在 証 例 を 見 な い た め,可 能 性 は低 い.筆 者 に

も成 案 は 無 い が,1)語 末 はreshで は な くyodと 読 み う る こ と,2)本 碑03行

目:bosqaYulur-unの よ う に,resh文 字 で 中絶 す る綴 り方 が あ る こ と,3)一6a-

/一こe一は 動 詞 語 幹 に 接 辞 して 「互 い に ～ す る」 とい う意 味 を 生 じる こ と(例:
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qarbuquir弓 を 射 る」 ⇒qarbu6aqui「 弓 を 射 合 う」(r元 朝 秘 史 』 §244))を 勘

案 す る と,【]Ur6ekuiと い う形 で,漢 文 原 文 の 「曲 折 」 の 「曲」(=曲 が っ た)

あ る い は 「戚 平 」 の 「戚 」(=突 き 出 た)に 対 応 す る意 味 を もつ モ ン ゴル 語

が 再 構 で き る か も しれ な い.

[10]orEininu...「 そ の 周 囲 を 巡 り築 き,:=重 に 並 ぶ よ うに 三 つ ず つ 門 を も

つ よ う に な した 」

漢 文 原 文 の 「重 三 其 門 練 以 周 垣 …」 す な わ ち 「重 ね て 其 の 門 を 三 とな し,
めぐ

練 らす に 周 垣 を 以 て し,… 」 に 対 応 す る.

考 古 学 的 調 査 に よ っ て 提 出 さ れ た,オ ゴデ イ の 万 安 宮 が あ っ た 場 所 に興 元

閣 が 建 て られ た とい う新 説 に 拠 れ ば,「 大 型 建 物 」 を 取 り巻 く二 重 の レ ンガ

壁 が こ れ に 相 当 す る[白 石 ・ツ ェ ヴ ェー ン ドル ジ2007,p.3,図3].図 面 に よ

る と,二 重 の レン ガ 壁 は そ れ ぞ れ 南 壁 に 門跡 を 有 して い る の で,そ れ ぞ れ の

門 跡 に は,至 正2(西 暦1342)年 の 重 修 に よ って,横 に 三 っ 連 な っ た 門 が 造

られ て い た と解 釈 で き よ う.

[11]bingnoqaijil「 丙 イ ヌ 年 」

漢 文 原 文 の 「丙 戌 」 に 対 応 す る.至 正6(西 暦1346)年.

口8】 【`tula]「 た め に」

Poppe1で は よ く読 め な い が,新 た に 採 拓 したPoppellowerを 見 る と,

TWL'と 読 め る.

[21][・,C,]「 よ リ」

Poppelで は 良 く読 め な い が,Poppellowerを 見 る と,22行 目:Qorum-

aこaの 一a6aと 同 じ く ℃'と 読 め る.奪 格 語 尾 と見 な す.

[21]iruipu【abVuγu「 そ の 兆 しが あ った 」

先 行 研 究 で はyertt【_._.]JUYU.「 全 て ～ だ っ た 」 と解 釈 さ れ て き た が,

Poppellowerを 見 る と,'YRW'yNWと 読 む こ とが で き る.iruは 「兆 し」

の 意.17世 紀 以 降 の モ ン ゴル 語 文 献 で は'YRW一'/iru-aと 書 か れ る こ とが 多

くな る.例 え ば,17世 紀 初 頭 に成 立 し たrア ル タ ン=ハ ー ン伝 』 に お い て,

この 単 語 はiruとiru-aの 両 方 の 形 で 現 れ る[吉 田他1998,37a,Ll,1.10].漢

文 原 文 の 「建 に 兆 朕 是 れ に 於 け り」 の 「兆 朕 」 に 対 応 す る.

[28】[suu・ 】dandegedtis...「[偉 霊]も つ 祖 先 た ち が … 」

漢 文 原 文 の 「龍 興 之 初 」 に対 応 し,モ ン ゴ ル 語 は か な り意 訳 さ れ て い る,
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ク リー ヴ ス はbayiYulunとuこirの あ い だ に2語 あ る と しな が ら転 写 案 を 示 さ

な か っ た が,新 た に 採 拓 したPoppellowerを 見 る と,'YR'KS'N/iregsen「 来

た っ た」 一 語 だ け と読 め る.本 碑08行 目の 同 じ単 語 を 参 照.

4.漢 文面

碑石の漢文面は4点 が伝存 している.

Radloff2

2003verso

Shiraishi

PoPPelverso

れ ら の う ち,

Radloff1892,XLI-2

Katalogp.151;MeHx6a牙p2005,p.166.

白 石 ・ツ ェ ヴ ェ ー ン ドル ジ2007,P.4.

inedited.

こ ラ ド ロ フ の 注 記 及 び モ ン ゴ ル 文 面 と の 位 置 関 係 か ら,

Radloff2はRadloff3と 表 裏 に な る.Poppelversoは,残 存 す るPoppe1の 下

半 分 の 裏 面 で,今 回,初 め て 公 表 され る.
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